
　
日
頃
よ
り
、
小
松

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

御
理
解
・
御
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
な
り
ま
し
た
吉
實
勇
治
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
五
類
化
と
な
り
、
そ
れ

に
伴
い
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た

ち
が
本
来
の
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
や
部
活
動
、
体
育
大
会

等
の
学
校
行
事
が
、
色
々
な
制
限
や
自
粛
を
乗
り

越
え
て
、
新
し
い
形
と
な
り
、
創
意
工
夫
を
し
て

高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
大
変
感

慨
深
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
今
年
度
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
目
標
を
、『「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ

Ｒ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
〜
一
人
は

全
員
の
為
に
、
全
員
は
一
つ
の
目
的
の
為
に
〜
』と

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
有

名
な
言
葉
だ
と
は
思
い
ま
す
。
早
実
ラ
グ
ビ
ー
部

の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
今
で
は
日

本
ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
起
源
は
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
、
三
銃
士
で
出
て
く

る
言
葉
で
す
が
、
一
人
は
全
員
の
為
に
、
全
員
は
一

人
の
為
に
と
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
が
ち
で
す
。「
一
人

は
全
員
の
為
に
、
全
員
は
勝
利
の
為
に
」が
本
当
の

意
味
だ
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
成
長

と
高
校
卒
業
後
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
自
立
が
、
私

た
ち
保
護
者
の
願
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で「
Ａ

Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」の『
Ｏ
Ｎ
Ｅ
』を
一
つ
の
目

的
と
置
き
換
え
、
子
ど
も
た
ち
の
高
校
生
活
を
陰

な
が
ら
支
え
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
自
身
の
子
ど
も
が
小
学
校
の
時
か
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
か
ら
数
え
て
十
二
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
を
し
続
け
て
い
る
理
由

の
一
つ
に
我
が
子
を
守
り
た
い
と
言
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
我
が
子
を
守
る
と
言
っ
て
も
一
人
で

は
出
来
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
常
に
見
守
っ

て
い
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
学
校
へ
の

登
下
校
や
遊
び
に
行
っ
て
い
る
時
も
心
配
は
尽
き
ま

せ
ん
。
な
ら
ば
私
と
同
じ
様
に
我
が
子
を
知
る
人

を
学
校
や
地
域
に
増
や
す
事
が
出
来
れ
ば
と
言
う

考
え
に
至
り
ま
し
た
。
学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
通
し
て
保
護
者
同
士
や
子
ど
も
た
ち
の
顔
や
名

前
を
覚
え
、
先
生
方
と
連
携
を
取
り
、
小
松
高
校

の
生
徒
た
ち
を
見
守
る
こ
と
で
我
が
子
を
守
る
事

に
繋
が
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
為
の
第
一
歩
と
し
て
保
護
者
の
皆
様
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
へ
の
御
理
解
、
御
協
力
が
必
要
で
す
。
出
来

ま
し
た
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
一
緒
に
作
業
を
し
た
り
、

学
校
行
事
を
共
に
盛
り
上
げ
た
り
し
て
子
ど
も
た

ち
共
々
楽
し
い
高
校
生
活
を
過
ご
せ
た
ら
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、「
参
加
し
た
い
」「
参
加
し
て
み
た
い
」「
途

中
か
ら
で
は
無
理
か
な
？
」と
思
っ
て
い
て
も
、Ｐ
Ｔ

Ａ
の
お
や
じ
部
は
随
時
部
員
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
い
つ
で
も
気
兼
ね
な
く
お
声
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
次
の

ス
テ
ー
ジ
へ
の
成
長
を
、
貴
重
な
十
八
年
分
の
一
年

を
見
守
っ
て
い
け
れ
ば
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　
七
月
・
十
一
月
に
は
竹
林
整
備
、
九
月
は
体
育
大

会
、
十
一
月
は
小
松
高
祭
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
つ
一
つ
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
支
え
て
行
く
と
同
時
に
、
保
護
者
間
の
団
結
力

を
高
め
、
更
な
る
高
校
生
活
の
充
実
に
繋
が
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
御
理
解
・
御
協
力
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
つ
の
目
的
の
為
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
吉
實
　
勇
治

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
培
っ
た
衛
生
意
識

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力

の
向
上
等
の
ス
キ
ル
を

踏
ま
え
、
多
く
の
行

事
を
再
確
認
し
な
が

ら
活
気
を
取
り
戻
す

段
階
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
月
に
新
入

生
一
四
九
名
を
迎
え
入
れ
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
全
校
生
徒
数
三
七
三
名
、
教
職

員
数
五
十
八
名
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教

育
活
動
に
多
大
な
御
協
力
及
び
深
い
御
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
既
に
竹
林
整
備

や
総
体
応
援
等
で
御
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
五
月
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
に
御
承
認
を
い
た
だ

き
、
吉
實
勇
治
会
長
を
中
心
に
令
和
六
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
正
式
に
始
ま
り
ま
し
た
こ
と
、
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
役
員
の
皆
様
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
体
制

が
掲
げ
る
活
動
目
標
は「O

N
E
 F

O
R

 A
L
L
 A

L
L
 

F
O

R
 O

N
E
 

〜
一
人
は
全
員
の
為
に 

全
員
は
一
つ
の

目
的
の
為
に
〜
」と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
末
尾
の

「O
N

E

」は「
一
つ
の
目
的
」で
あ
る
と
い
う
本
来
の
解

釈
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
と

の
よ
り
強
固
な
連
携
を
実
現
し
、
同
じ
目
的
に
向

か
っ
て
邁
進
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
芽
生
え
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
で
は
、
今
年
度
の
重
点
努
力
目
標
を

「
文
武
両
道 

情
理
一
体 

人
間
力
を
高
め
あ
い 

夢
の

実
現
を 

〜
伝
統
を
継
承
し
、
地
域
と
と
も
に
未
来
へ

向
か
う
〜
」と
定
め
ま
し
た
。「
情
理
一
体
」は
、
私
の

教
育
理
念
で
す
。
人
に
は
、
情
的
感
受
性
と
理
的
感

受
性
が
あ
り
ま
す
。
情
的
感
受
は
、
感
情
や
情
緒
と

い
っ
た
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
で
、
理
的
感
受
は
、

理
屈
や
定
理
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
知
的
好
奇
心
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
ち
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
慮
り
な
が
ら
、
目
標
に

向
か
っ
て
知
識
や
技
能
の
習
得
に
主
体
的
に
取
り
組

み
、
成
長
に
つ
な
げ
る
と
い
う
意
味
の
重
点
努
力
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
目
標
を「
伝
統
を
継

承
し
、
地
域
と
と
も
に
未
来
へ
向
か
う
」と
し
た
の

は
、
県
立
学
校
振
興
計
画
に
よ
り
、「
小
松
高
校
」「
東

予
高
校
」「
丹
原
高
校
」の
三
校
が
、
令
和
八
年
度
か

ら
新
し
い
二
校「
小
松
高
校
」「
東
予
総
合
高
校
」に
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
意
識
し
た
か
ら
で
す
。
現
在
、

三
校
で
協
力
し
て
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
は
、
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
二
〇
二
四「It's 

笑 tim
e! 

〜
輝
く
笑
顔 

あ
ふ
れ
る
思
い
で
〜
」の

下
、
笑
顔
を
大
切
に
し
な
が
ら
様
々
な
活
動
に
打
ち

込
ん
で
い
ま
す
。
第
七
十
八
回
愛
媛
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
に
は
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
総
勢
一

〇
〇
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
七
〇

人
超
え
の
目
標
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
が
、
県
大

会
で
の
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
た
競
技
が
多
か
っ
た
の
で
、

各
部
と
も
次
の
目
標
に
向
け
て
再
発
進
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
水
泳
競
技
は
、
四
国
大
会
出
場
が
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
し
、
こ
の「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」が
発

行
さ
れ
る
頃
に
は
野
球
部
が
大
活
躍
で
あ
る
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
、
未
来
に
向
け

て
、
次
々
と
直
面
す
る
新
し
い
問
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
迫
り
く
る
答
え
の
な
い

問
題
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ら
を
解
決
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る

た
め
に
、
学
習
や
部
活
動
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
教
職
員
は
、
生

徒
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
将
来
に
向
か
う
力
を

育
む
た
め
に
支
援
に
努
め
ま
す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆

様
と
連
携
し
、
生
徒
と
と
も
に
学
ぶ
姿
勢
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

未
来
へ
向
か
う

校
長
　
村
井
　
浩
昭

令和６年７月19日 小松高校PTAだより　第87号 令和６年７月19日小松高校PTAだより　第87号

令和６年度  PTA 主な活動目標

「ONE FOR ALL ALL FOR ONE」
～ 一人は全員の為に 全員は一つの目的の為に ～
１　学校と家庭が連携し、豊かな心を持った活力ある生徒を育成する。
２　各部会の活動と研修の充実を図り、会員相互の交流を広げ深めていく。

文化教育部
　学校と家庭、生徒と保護者の情報を発信します。
　 ● PTAだより（発刊 年２回）
　 ● PTA活動の記録とまとめ
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

保健環境部
　生徒と保護者の心と身体の健全な育成を目的に活動します。
　 ● PTA活動（研修旅行の企画）
　 ● 学校保健委員会への協議題検討と参加
　 ● ボランティア活動の参加
　 ● 危険箇所の点検修繕とその啓発
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

人権教育部
　身近な人権問題を学習し、保護者だよりとして発信します。
　 ● 人権・同和教育保護者だより「きらり」の発行（年２回　９月、２月）
　 ● PTA関係各種学習会への参加（人権部会だけに限らない）
　 ● 学校内での学習会（意見交換）
　 ● 西条市差別をなくする市民のつどい
　 ● 愛媛県人権・同和教育研究大会
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

生徒指導部
　直接、生徒と交わり、生徒の行動に目を配る活動を行います。
　 ● 夏季休業中、祭礼などの補導当番（地区別）
　　（夜市、おかげん、夏祭、七夕祭など）
　 ● 各地区にて交通違反、駅やコンビニでのたむろ、薬物乱用、夜間徘徊
　　などの情報収集ならびに学校への連絡
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画
　 ● 高校生防犯ボランティア活動(C.A.P=Culture Area Protectors)

おやじ部
　竹林整備を始めとした各種イベント
　の企画運営を行います。
　 ● たけのこ掘り
　 ● そうめん流し
　 ● 竹林の整備（竹チップ）
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

修学旅行（沖縄）

修学旅行（沖縄）

修学旅行（沖縄）

修学旅行（沖縄）

修学旅行（関東）

修学旅行（関東）

修学旅行（関東）

修学旅行（関東）

修学旅行（関東）

修学旅行（関東）
修学旅行（関東）

発行所

編集
責任

小松高等学校
PT A文教部
総務厚生課

　
校
章
の
由
来

松
に
囲
ま
れ
た
小
松
高
校
を

抽
象
化
し
た
松
の
絵
に
小
松

の「
小
」と「
高
」を
配
し
た
。

積
微
力
行



令和６年７月19日 小松高校PTAだより　第87号 令和６年７月19日小松高校PTAだより　第87号

田村　信生（教諭）
　今年度、赴任して参りました。
２年２組副担任・バレーボール部
副顧問、特活課・再編準備室の担当です。
小松の歴史・文化に触れながら、小松の魅
力を見つけていければと思っています。

地歴
公民

佐伯　孝史（教諭）
　地歴・公民科、１年１組副担任、
バスケットボール部顧問です。人
権・同和教育課の仕事を担当して７年、日
本将棋連盟個人会員にもなっています。

地歴
公民

林　　格男（教諭）
　本校２年目で、地歴・公民、３
年３組副担任、男子サッカー部副
顧問を担当しています。授業や部活動を一
緒に楽しみたいと思います。よろしくお願
いします。

地歴
公民

教職員紹介

戸田　恭史（教諭）
　今年度、本校に赴任してまいり
ました。国語科、２年１組担任、
バレーボール部を担当しています。生徒の
元気な笑顔を見ることが、何よりの楽しみ
です。よろしくお願いします。

国語

加藤　真一（事務長）
　今年度、赴任いたしました。自然に恵ま
れた環境で仕事ができることに感謝してい
ます。微力ながら尽力いたします。よろし
くお願いいたします。

小田原　寛（指導教諭）
　今年度、赴任してまいりました。教科は国語、
研修図書課で初任者研修や図書の業務を担当し
ます。苦手分野であるICT機器を活用した授業に
挑戦し、生徒の皆さんと深い学びを目指したい
と思ってます。よろしくお願いいたします。

田所軍兵衛（教諭）
　本校４年目、３年３組担任、進
路課を担当します田所です。教育
資料館を軸にした地域や学校の魅力発信に
も努めてまいります。よろしくお願いいた
します。

国語

村井　浩昭（校長）
　久しぶりに再登場です。篤志の坂を登り、
養生が丘という舞台で、一日一日を大切に
しながら皆さんとともに未来へ向かいます。

久門　美和（教頭）
　本校４年目です。今年度も、目標に向
かってこつこつじっくり取り組む小松高生を
サポートしていきたいと思います。よろしく
お願いいたします。

後藤　宏樹（教頭）
　今年度、赴任いたしました。自然豊かで、
117年目を迎える伝統のある小松高校で勤務
できる喜びを、日々実感しています。皆さんの
学校生活が、さらに充実したものになるよう
精一杯務めます。よろしくお願いいたします。

河野　靖典（教諭）
　今年度、本校に赴任して参りま
した。教科は国語科で、１年３組
担任、卓球部顧問を担当します。生徒のみ
なさんの学びが充実するよう努めたいと考
えています。

国語
杉田　啓樹（教諭）
　本校２年目です。３年１組担
任・国語科・ソフトボール部を担
当しています。よろしくお願いします。

国語

月原　康宏（教諭）
　本校６年目で、２年学年主任・
地歴公民科・ソフトボール部を担
当しています。地域の歴史を研究し、地域
の活性化に役立てたいです。

地歴
公民

渡部　裕也（教諭）
　２年３組担任、数学、進路課、
野球部を担当しています。本校２
年目です。ではここで二句「散る桜 残る花
に 別れ告げ」、「春風や 白くまバックに は
いピース」よろしくお願いいたします。

数学
西坂　靖司（教諭）
　本校７年目です。３年学年団、
数学、総合体育文化部を担当し
ています。進路課長として、生徒一人一人
の進路実現に協力していきたいと思います。

数学

渡部　慎司（教諭）
　今年度赴任してきました。教科
は数学、３年２組担任、テニス部
を担当します。ともに頑張りましょう。よろ
しくお願いします。

数学
伊藤　和美（教諭）
　理科（生物）の授業、３年１組副
担 任、保 健 相 談 課、女 子 バ ス
ケットボール部を担当します。小松高生の
学校生活が実り多きものになるようサポー
トします。よろしくお願いします。

理科

八塚　康次（教諭）
　本校５年目です。理科、研修図
書課、茶道部、卓球部を担当し
ます。生徒の皆さんの成長していく姿が見
られることを楽しみにしています。よろしく
お願いします。

理科

藤本　賢二（教諭）
　生徒指導主事　小松高校12年
目になりました。学校生活の中
で、皆で協力して、「明るく活発」で「礼儀正
しく」「芯のあるひたむきな活動」をしていき
ましょう。

保健
体育

河口　雄紀（教諭）
　本校２年目です。１年２組担任、
数学、進路課、テニス部を担当し
ています。生徒と共に成長できるよう精一
杯頑張ります。よろしくお願いします。

数学

宮本　康平（教諭）
　教科は理科、情報です。３年４
組担任、女子サッカー部を担当
しています。生徒のみなさんが充実した高
校生活を過ごせるよう暖かくサポートして
いきます。よろしくお願いいたします。

理科
山本　鷹裕（教諭）
　教科は理科、専門は地学です。
自然の美しさ、素晴らしさ、大
切さを伝えていきたいと思っています。本
校ＯＢとして精一杯頑張ります。一緒に成長
しましょう。

理科

杉村　征彦（教諭）
　本校４年目になりました。教
科は芸術（音楽）、吹奏楽部を担
当します。音楽を通して豊かな情操を育て
ていきたいと思います。皆さんの心に音楽
を♪

芸術

茂松　克明（教諭）
　本校３年目です。教科は芸術

（美術）。美術部とテニス部を担
当します。作品制作を通してものづくりの
楽しさを伝えていきたいと思っています。

芸術
藤原さおり（教諭）
　本校４年目です。英語、１年学
年 主 任、華 道 部、女 子 バレ ー
ボール部を担当します。生徒の皆さんが笑
顔で学校生活を送れるようサポートしてい
きます。よろしくお願いいたします。

英語

梶原　健作（教諭）
　３年目になりました。保健体育科、１
年１組担任、男子バレーボール部の顧
問を担当させていただきます。生徒の皆さんが明る
く元気に、安心して学校生活を送ることができるよ
う、精一杯頑張ります。よろしくお願いいたします。

保健
体育

山本　暉（教諭）
　今年度、赴任いたしました。
保健体育科、３年２組副担任、野
球部を担当します。生徒と共に成長できる
ように一生懸命頑張っていきます。よろし
くお願いいたします。

保健
体育

松浦　　華（講師）
　本校２年目になります。保健体育
科、１年３組副担任、女子バレーボー
ル部顧問を担当させていただきます。生徒の皆さ
んが充実した３年間を過ごせるように精一杯サ
ポートしていきます。よろしくお願いします。

保健
体育

首藤　洸瑠（講師）
　今年度、赴任いたしました。２
学年団、保健体育科、野球部を
担当します。生徒が安心して学校生活を送
れるように精一杯尽力してまいります。よ
ろしくお願いします。

保健
体育

伊藤　史晴（教諭）
　We Shall Overcome♥よ ろ し
くお願いします♥

英語

中村　晃一（教諭）
　本校２年目です。担当教科は英語
で、２年３組副担任、テニス部女子
の顧問をしています。英語が苦手な人にもわ
かるように、なるべく簡単な説明を目指して
授業をしていきます。よろしくお願いします。

英語

藤林　幸宏（教諭）
　英語、１年４組担任、女子バス
ケットボール部を担当させていた
だきます。生徒の学びの手助けができるよ
う、励んでいきます。よろしくお願いいたし
ます。

英語
藤田　優子（教諭）
　本校７年目です。担当教科は家
庭科で、保健相談課、被服手芸
部を担当しています。授業を通して、もの
づくりの楽しさを伝えていきたいと思って
います。よろしくお願いします。

家庭

大野真由美（教諭）
　担当教科は家庭科。教務課を
担当させていただいています。「楽
しい授業、生活で実践できる授業」を目指
しています。よろしくお願いします。

家庭
谷口　愛梨（教諭）
　担当教科は家庭科、２年４組
の担任をさせていただいていま
す。生徒の皆さんの成長をサポートできる
よう頑張ります。よろしくお願いします。

家庭
竹田ありす（教諭）
　新規採用教員として、本年度から本校
に赴任してまいりました。家庭科、３年４
組副担任、日本音楽部を担当させていただきます。生徒
の皆さんと共に成長できるよう、何でも一生懸命取り組
んでいこうと思っています。よろしくお願いいたします。

家庭
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本
校
で
は
、
伝
統
行
事
と
し
て
毎
年
４
月
・
７
月
・
11

月
に
竹
林
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
が
多
く
な
る
と
自
然
災
害
、
特
に
土
砂
災
害
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
定
期
的
に
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
で
41
回
目
の
開
催
と
な
り
、
生
徒
、
保
護
者
、
地
域

の
方
々
合
わ
せ
て
約
72
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
た
け
の

こ
の
炊
き
込
み
ご
飯
と
、
ご
飯
に
合
う
澄
ま

し
汁
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
作
業
後
に
み

ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
次
回
の
７
月
28
日
㈰
は
、
そ
う
め
ん
の

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
〜

竹
林
整
備
活
動

竹
林
整
備
活
動

竹
林
整
備
活
動

田井　修一（再任用教育職員）

　再任用２年目となりました。ま
だまだ若いというところをお見せ
できるよう頑張ります。本年もよろしくお
願いします。

商業
平塚　敏和（教諭）

　総務厚生課・経済研究部顧問
をしています。持続可能な社会を
目指してＳＤＧｓなビジネス（段ボールコンポ
スト）を生徒と共に考えていきます。

商業

印南　雄介（主任）

　事務職員として今年度も校舎
設備等の充実に努めていきたい
と思います。よろしくお願いします。

事務

荒木　裕美（教育業務支援員）

　小松高校８年目になりました。支援員として
は、主にライフデザイン科の被服実習に入ってい
ます。授業以外でも生徒の皆さんが今の時代を、
そして未来を楽しく生きていけるようにお手伝い
出来ればと思っています。よろしくお願いします。

佐伯ひとみ（教育業務支援員）

　小松高校勤務も長くなりまし
た。「ミスなく、確実に」を目標に
生徒の皆さんのサポートを頑張ります。よ
ろしくお願いします。

事務

アーチ―・ピーターズ（ALT）

　I'm from England. I work as an ALT 
here. My hobbies are writing stories 
and making short films. Also I l ike 
climbing mountains. よろしくおねがいし
ます。

石飛　敦美（実習助手）

　本校２年目になりました。実習助手とし
て、みなさんの学びに寄り添い、文字通り
確かな『手助け』が出来るよう頑張ります。
よろしくお願いします。

渡邊　一郎（主任業務員）

　本年度より勤務となりました。
こつこつと頑張ります。

事務

川又さつき（教育業務支援員）

　本年度より教育業務支援員とし
て事務室に勤務しております。３
度目の母校での勤務になります。「自分らし
く」頑張りますのでよろしくお願いします。

事務

牧野　弥生（スクールサポート・スタッフ）

　６月から、主に養護の業務に関わること
をしています。よろしくお願いします。

槇　　純子（スクールライフアドバイザー）

　相談員として毎週水曜日に来校していま
す。生徒の皆さんが安心して自分らしく生
活できるように応援しています。保護者の
方の相談も受け付けています。気軽に利用
してください。よろしくお願いいたします。

新居田明子（講師）

　１年４組副担任、日本音楽部顧
問を担当します。みなさんの学び
が明日の力になるよう頑張っていきます。
よろしくお願いします。

家庭
佐伯　宏美（非常勤講師）

　小松高校２年目です。教科は家
庭科です。将来、みなさんが生
活の中で役に立つ知識や技術を身につけ
られるような授業を目指して頑張ります。
よろしくお願いします。

家庭

県
総
体

県
総
体

女子400ｍ個人メドレー　第７位
女子200ｍ背泳　第８位

四国大会出場 丹下　愛萌
　
愛
媛
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た

第
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媛
県
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等
学
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総
合
体
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大
会
総
合
開
会
式
に
テ
ニ
ス
部
男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
女
が
参
加
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し
た
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賓
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ラ
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久
保
有
彩
さ
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出
場
者
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し
て
フ
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っ
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て

入
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る
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と
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き
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た
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今
年
度
は
、
東
予
地
区
の
高
体
連
旗
を
小
松
高
校
が
代

表
し
て
持
ち
、
入
場
し
ま
し
た
！
本
校
、
そ
し
て
東
予
地

区
を
代
表
し
て
テ
ニ
ス
部
５
名
が
力
強
く
行
進
し
ま
し

た
。
競
技
ご
と
に
実
施
場
所
は
異
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の

部
活
動
も
正
々
堂
々
と
感
動
を
与
え
る
熱
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て
く
れ
ま
し
た
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笑 tim
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〜
輝
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で
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第
１
０
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回 

夏
の
全
国
高
校
野
球
愛

媛
大
会
に
出
場
す
る
野
球
部
員

第
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回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

推
薦 

美
術
部
３
年
日
野
な
な
み
　
　

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー
ル
」

飯田　高大（教諭）

　２年目の情報科教員です。今日
精一杯、明日夢いっぱいの精神
で頑張ります。よろしくお願いします。

情報

寺川　紗希（養護教諭）

　生徒の皆さん一人一人が、心
身ともに健やかで安心した学校
生活を送ることができるよう、保健室から
サポートしていきたいと思います。よろしく
お願いいたします。

養護

江島　昂志（主事）

　小松高校２年目になりました。
生徒の皆さんの学校生活のサ
ポートができるよう頑張ります。よろしくお
願いします。

事務

伊藤　信子（教育業務支援員）

　小松高校３年目になりました。
PTA会計や養正会、図書室事務等
を担当しています。よろしくお願いします。

事務

髙橋　哲人（教育業務支援員）

　本年度５月から授業の支援に入ってま
す。「元気が１番。元気があれば、何でもで
きる」で頑張ります。

長谷部和子（教育業務支援員）

　数学、英語、化学、家庭などの授業に
支援に入っています。少しでも皆さんの学
習のサポートができればと思っています。
宜しくお願いします。


